
(57)【要約】

【課題】　使用頻度の高い機能等を手間無く素早く立ち

上げたり、或いはよく電話をかける相手に対して簡単に

発信したりする等の操作性を向上することが可能な携帯

電話機を提供する。

【解決手段】　ジェスチャーボタン２５のオン操作によ

り機能を選択するための操作を許可し、オフ操作により

機能の起動を指示する。また、ジェスチャーボタン２５

がオン操作されている期間に方向ボタン２４によりその

操作に応じた機能を入力し、方向ボタン２４の操作によ

って入力された機能選択情報に対応する機能を記憶装置

部３から検索する。そして、ジェスチャーボタン２５の

オフ操作により検索された機能を起動することで、使用

頻度の高い機能等を手間無く素早く立ち上げる等操作性

を向上する。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 操 作 に よ り 機 能 を 選 択 す る た め の 操 作 を 許 可 し 、 第 ２ の 操 作 に よ り 機 能 の 起 動 を 指
示 す る 第 １ の 操 作 ボ タ ン と 、 前 記 第 １ の 操 作 ボ タ ン が 前 記 第 １ の 操 作 を な さ れ て い る 期 間
に そ の 操 作 に 応 じ た 機 能 を 入 力 す る た め の 第 ２ の 操 作 ボ タ ン と 、 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン に
よ る 操 作 と 実 行 す る 機 能 と の 対 応 を 示 す 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ
ン の 操 作 に よ っ て 入 力 さ れ た 機 能 選 択 情 報 に 対 応 す る 機 能 を 前 記 記 憶 手 段 か ら 検 索 す る 検
索 手 段 と 、 前 記 第 １ の 操 作 ボ タ ン の 第 ２ の 操 作 に よ り 前 記 検 索 手 段 で 検 索 さ れ た 機 能 を 起
動 す る 起 動 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 検 索 手 段 の 検 索 結 果 、 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン に よ る 操 作 に 対 応 す る 機 能 が 前 記 記 憶 手
段 か ら 見 つ か っ た 場 合 に は 、 該 当 す る 機 能 名 を 表 示 部 上 に 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 表 示 部 上 に 機 能 名 を 表 示 後 、 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン に よ る 入 力 が あ っ た 場 合 に は 、 前
記 表 示 部 上 の 機 能 名 を 消 去 し 、 機 能 選 択 を 中 止 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 携
帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン は 、 左 右 上 下 に カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る 方 向 ボ タ ン で あ り 、 左 右 又 は
上 下 の 移 動 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 機 能 選 択 情 報 を 入 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ に 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン は 、 ３ ６ ０ 度 カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る 円 形 キ ー で あ り 、 当 該 円 形 キ ー
に よ る 入 力 パ タ ー ン に よ っ て 機 能 選 択 情 報 を 入 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 記 憶 手 段 は 、 予 め 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン に よ っ て 入 力 さ れ た 機 能 選 択 情 報 を 受 け 付 け
、 入 力 さ れ た 機 能 選 択 情 報 と そ れ に 対 応 す る 機 能 を 記 憶 し て お く こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 携 帯 電 話 機 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 １ の 操 作 は 第 １ の 操 作 ボ タ ン を 押 下 す る オ ン 操 作 で あ り 、 前 記 第 ２ の 操 作 は 押 下 し
た 第 １ の 操 作 ボ タ ン を 離 す オ フ 操 作 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 電 話 機
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 機 に 関 し 、 特 に 、 携 帯 電 話 機 の 操 作 性 の 向 上 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 携 帯 電 話 機 で は 、 相 手 先 へ の 発 信 操 作 や メ ー ル 作 成 、 ま た は 電 卓 の よ う な ア プ リ
ケ ー シ ョ ン を 操 作 す る 場 合 に は 、 表 示 画 面 に 表 示 さ れ る メ ニ ュ ー の 中 か ら 方 向 キ ー を 操 作
し て カ ー ソ ル を 移 動 さ せ 、 目 的 の 機 能 を 選 択 決 定 し て い る 。 近 年 の 高 機 能 化 が 著 し い 携 帯
電 話 機 に お い て こ の 様 な 方 法 を 用 い た 場 合 に は 、 目 的 の 機 能 を 選 択 す る の に 数 ス テ ッ プ の
ボ タ ン 操 作 を 要 す る た め 、 特 に 、 頻 繁 に 使 用 す る 機 能 に お い て は 非 常 に 煩 わ し い 。 ま た 、
あ ま り 主 要 な 機 能 で は な い ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 使 う 場 合 に は 、 豊 富 な メ ニ ュ ー 項 目 の 中 に
埋 も れ て し ま っ て お り 、 な か な か 目 的 の 機 能 が 見 つ か ら な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 携 帯 電 話 機 の 操 作 を 簡 単 に す る 方 法 と し て は 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ３ １
５ ７ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る よ う に 折 り 畳 み 式 の 携 帯 電 話 機 に お い て 、 下 側 筐 体 の 正 面 側
に 操 作 入 力 を 行 う 操 作 キ ー を 設 け 、 上 側 筐 体 の 背 面 側 に は シ フ ト キ ー を 設 け る こ と が 記 載
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さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ４ ２ ０ ４ 号 公 報 に は 、 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 視 認 可 能 な 副 表 示
部 と 折 り 畳 ま れ た 状 態 で 操 作 可 能 な 副 操 作 部 と を 設 け る こ と に よ り 、 携 帯 電 話 機 が 折 り 畳
ま れ た 状 態 で も 副 表 示 部 を 見 な が ら 副 操 作 部 を 用 い て 着 信 音 や 着 信 Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 色 を 容 易
に 変 更 す る こ と が 記 載 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ３ １ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ４ ２ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の 技 術 で は 、 操 作 キ ー や 表 示 部 等 の 配 置 を 工 夫 す る こ と に よ り 操 作 を 容 易 に す る こ
と は 記 載 さ れ て い る が 、 目 的 の 機 能 を 素 早 く 立 ち 上 げ た り す る 等 の 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ
と は 言 及 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 使 用 頻 度 の 高 い 機 能 等 を 手 間 無 く 素 早 く 立 ち 上 げ た り 、 或 い は よ く 電
話 を か け る 相 手 に 対 し て 簡 単 に 発 信 し た り す る 等 の 操 作 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 な 携 帯 電
話 機 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 第 １ の 操 作 に よ り 機 能 を 選 択 す る た め の 操 作 を 許
可 し 、 第 ２ の 操 作 に よ り 機 能 の 起 動 を 指 示 す る 第 １ の 操 作 ボ タ ン と 、 前 記 第 １ の 操 作 ボ タ
ン が 前 記 第 １ の 操 作 を な さ れ て い る 期 間 に そ の 操 作 に 応 じ た 機 能 を 入 力 す る た め の 第 ２ の
操 作 ボ タ ン と 、 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン に よ る 操 作 と 実 行 す る 機 能 と の 対 応 を 示 す 情 報 を 記
憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 第 ２ の 操 作 ボ タ ン の 操 作 に よ っ て 入 力 さ れ た 機 能 選 択 情 報 に 対 応
す る 機 能 を 前 記 記 憶 手 段 か ら 検 索 す る 検 索 手 段 と 、 前 記 第 １ の 操 作 ボ タ ン の 第 ２ の 操 作 に
よ り 前 記 検 索 手 段 で 検 索 さ れ た 機 能 を 起 動 す る 起 動 手 段 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 易 な 操 作 を 行 う だ け で 目 的 の 機 能 を 起 動 で き る と 共 に 、 ユ ー ザ が 自
由 に カ ス タ マ イ ズ す る こ と が で き 、 メ ニ ュ ー の 中 か ら 探 し づ ら い 機 能 も 登 録 し て お く こ と
で 即 座 に 起 動 す る こ と が で き る 。 ま た 、 操 作 ボ タ ン の オ フ 操 作 に よ っ て 機 能 を 起 動 す る た
め 、 実 行 ボ タ ン を 操 作 す る 必 要 が な く 、 そ の 分 、 操 作 を 簡 単 化 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １
は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 １ に 示 す よ う に 折
り 畳 み 式 の 携 帯 電 話 機 を 例 と し て い る が 、 そ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 中 １ は 液 晶 等 の 表 示 部 、 ２ は 方 向 キ ー や テ ン キ ー 等 の 入 力 ボ タ ン 部 で あ る 。 入 力 ボ タ
ン 部 ２ は 数 字 を 入 力 す る 数 字 ボ タ ン ２ １ 、 メ ニ ュ ー ボ タ ン ２ ２ 、 決 定 ボ タ ン ２ ３ 、 上 下 左
右 に カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る 方 向 ボ タ ン ２ ４ 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ 等 を 含 ん で い る 。 ジ
ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ は 後 述 す る よ う に 方 向 ボ タ ン ２ ４ と 組 み 合 わ せ て 操 作 す る こ と で 機
能 の 選 択 を 簡 単 な 操 作 で 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ は 本 発 明 に 係 る 携 帯 電 話 機 の 一 実 施 形 態 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 １ と 同 一 部 分
に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。 図 中 ３ は 各 種 情 報 を 記 憶 す る 記 憶 装 置 部 で あ り 、 ジ ェ ス チ ャ
ー ボ タ ン ２ ５ の 操 作 と 対 応 機 能 と の 割 り 当 て 等 を 記 憶 し て い る 。 ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 の 例 と
し て は 、 下 → 右 、 上 → 下 、 左 → 上 等 の 連 続 操 作 が あ り 、 そ れ ぞ れ 機 能 （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン
） と の 関 連 付 け を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ４ は 装 置 の 各 部 を 制 御 す る デ ー タ 処 理 部 で あ り 、 図 示 し な い 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ
た 制 御 プ ロ グ ラ ム に よ っ て 動 作 す る 。 デ ー タ 処 理 部 ４ は ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ が 押 さ れ
て い る 間 に 操 作 さ れ た 方 向 ボ タ ン ２ ４ の 情 報 を 取 得 し 、 有 効 な ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 か ど う か
を 判 定 す る 。 有 効 な ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 で あ り 、 該 当 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 登 録 さ れ て い
れ ば そ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 起 動 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 動 作 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ３ は 本 実 施 形 態 の 動 作 を 説 明 す る
フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 ジ ェ ス チ ャ ー 機 能 の 説 明 だ が 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ を
押 し な が ら 方 向 ボ タ ン ２ ４ を 連 続 で 操 作 す る こ と に よ り 行 う も の と し 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ
ン ２ ５ を 離 す こ と で 操 作 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 例 え ば 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ を 押 し た 状 態 で 方 向 ボ タ ン ２ ４ を “ 下 ” → “ 右 ” と 操
作 し て ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ を 離 す と 、 “ 下 ” → “ 右 ” の ジ ェ ス チ ャ ー に 割 り 当 て た 機
能 （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） を 起 動 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ は オ
ン 操 作 に よ っ て 方 向 ボ タ ン ２ ４ に よ る 機 能 の 選 択 の 操 作 を 許 可 し 、 オ フ 操 作 に よ っ て 選 択
し た 機 能 の 起 動 を 指 示 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 本 実 施 形 態 の ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 一 覧 の 一 例 を 示 す 。 こ れ は 、 ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 に
お け る 方 向 ボ タ ン ２ ４ の 操 作 （ 方 向 ） と 設 定 さ れ た 機 能 と の 対 応 を 示 す も の で あ る 。 例 え
ば 、 上 述 の よ う な 方 向 ボ タ ン ２ ４ に よ る “ 下 ” → “ 右 ” の 操 作 は 「 メ ー ル 作 成 」 に 対 応 し
、 こ の 機 能 を 起 動 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 と ア プ リ ケ ー シ ョ ン と の 関 連 付 け は 、 図 ４ に 示 す よ う に ユ ー ザ
が 自 由 に カ ス タ マ イ ズ す る こ と が 可 能 で あ り 、 設 定 登 録 用 の イ ン タ ー フ ェ ー ス を メ ニ ュ ー
項 目 内 に 用 意 し て お く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に お い て 、 ま ず 、 デ ー タ 処 理 部 ４ は 入 力 ボ タ ン 部 ２ か ら の 信 号 を 監 視 し て お り 、 ジ
ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ が 押 さ れ た か ど う か を 監 視 し て い る （ ス テ ッ プ Ａ １ ） 。 ジ ェ ス チ ャ
ー ボ タ ン ２ ５ が 押 さ れ る と 、 そ の ボ タ ン ２ ５ が 押 さ れ て い る 間 、 方 向 ボ タ ン ２ ４ の 入 力 情
報 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ａ ２ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 い で 、 デ ー タ 処 理 部 ４ は 取 得 し た 方 向 ボ タ ン 情 報 が 有 効 な ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 で あ る か
照 合 を 行 う （ ス テ ッ プ Ａ ３ ） 。 こ れ は 、 方 向 ボ タ ン ２ ４ に よ る 有 効 な 操 作 パ タ ー ン を 予 め
記 憶 装 置 部 ３ に 登 録 し て お き 、 そ れ に 該 当 す る 操 作 は 有 効 、 該 当 し な い 操 作 は 不 正 な 操 作
と す る 。 例 え ば 、 “ 上 ” → “ 上 ” 、 “ 下 ” → “ 下 ” 等 の 操 作 を 登 録 し な い と す る と 、 そ の
操 作 が な さ れ た 場 合 に は 、 有 効 な 操 作 で は な い と 判 定 す る 。 有 効 操 作 で は な か っ た 場 合 に
は 、 ス テ ッ プ Ａ １ に 戻 っ て ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 の 再 入 力 待 ち と な る 。 ま た 、 途 中 で ジ ェ ス チ
ャ ー ボ タ ン ２ ５ が 離 さ れ た 場 合 に は ジ ェ ス チ ャ ー 機 能 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ａ ３ で 有 効 操 作 で あ れ ば 、 記 憶 装 置 部 ３ を 検 索 し 、 そ の ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 に 対
応 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 登 録 さ れ て い る か ど う か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ａ ４ ） 。 こ の 時
、 入 力 さ れ た ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 に 対 応 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 登 録 さ れ て い る 場 合 に は 、
そ の 機 能 名 を 表 示 部 １ 上 に 表 示 す る （ ス テ ッ プ Ａ ５ ） 。 こ の 状 態 で 、 ユ ー ザ の 操 作 を 一 定
時 間 待 ち 、 再 度 、 方 向 ボ タ ン ２ ４ が 押 さ れ る か ど う か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ａ ７ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 時 、 方 向 ボ タ ン ２ ４ に よ る 入 力 が あ る 場 合 に は 、 ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 の 再 入 力 と 判 断
し 、 表 示 部 １ の 機 能 名 の 表 示 を 消 去 す る 。 そ の 後 、 再 度 ス テ ッ プ Ａ １ に 戻 っ て ジ ェ ス チ ャ
ー ボ タ ン ２ ５ の 操 作 を 待 つ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 一 方 、 ス テ ッ プ Ａ ７ で 方 向 ボ タ ン ２ ４ に よ る 入 力 が な い 場 合 に は 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン
２ ５ が 離 さ れ た た か ど う か を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ａ ８ ） 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ が 離 さ れ
れ ば 、 ユ ー ザ の 意 図 し た 機 能 と 判 断 し 、 表 示 し た ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 起 動 し て （ ス テ ッ プ
Ａ ９ ） 、 ジ ェ ス チ ャ ー 機 能 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 で は 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ を 操 作 し 、 そ の 時 の 方 向 ボ タ ン ２
４ に よ る 操 作 に 対 応 す る 機 能 が 記 憶 装 置 部 ３ に 登 録 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 機 能 を 立 ち
上 げ る こ と に よ り 簡 単 な 操 作 で 目 的 の 機 能 を 立 ち 上 げ る こ と が 可 能 と な る 。 特 に 、 使 用 頻
度 の 高 い 機 能 に 使 用 す る こ と に よ っ て 、 目 的 の 機 能 を 手 間 な く 素 早 く 立 ち 上 げ る こ と が 可
能 と な る 。 更 に 、 頻 繁 に 電 話 を か け る 相 手 に 対 し て 簡 単 に 発 信 で き 、 使 い 勝 手 を 良 く す る
こ と が で き る 。 こ の 場 合 に は 、 電 話 番 号 と 発 信 機 能 を 登 録 し て お く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ は オ フ 操 作 す る こ と に よ っ て 機 能 の 起 動 を 指 示 す る 構 成
で あ り 、 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン ２ ５ は 決 定 ボ タ ン （ 実 行 キ ー ） を 兼 ね て い る た め 、 機 能 が 選
択 さ れ た 後 、 決 定 ボ タ ン を 操 作 す る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 操 作 ボ タ ン の 操 作 回 数 を 低 減
で き 、 そ の 分 、 操 作 性 を 向 上 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 以 上 の 実 施 形 態 で は 、 方 向 ボ タ ン ２ ４ を 用 い て 機 能 選 択 情 報 を 入 力 す る と 説 明 し
た が 、 本 発 明 は 、 こ れ に 限 る こ と な く 、 そ の 他 の 操 作 ボ タ ン を 用 い て も 良 い 。 例 え ば 、 円
形 キ ー を 用 い て 機 能 を 選 択 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 円 形 キ ー は カ ー ソ ル を ３ ６ ０ 度 移
動 さ せ る も の で あ り 、 予 め 円 形 キ ー に よ る 操 作 パ タ ー ン と そ れ に 対 応 す る 機 能 を 記 憶 装 置
部 に 登 録 し て お く 。 そ し て 、 円 形 キ ー の 操 作 パ タ ー ン に 一 致 す る 機 能 が 記 憶 装 置 部 に 登 録
さ れ て い る 場 合 に は 、 同 様 に 該 当 す る 機 能 を 起 動 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ 、 図 ２ の 実 施 形 態 の 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ジ ェ ス チ ャ ー 操 作 一 覧 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 　 　 　 １ 　 表 示 部
　 　 　 　 ２ 　 入 力 ボ タ ン 部
　 　 　 　 ３ 　 記 憶 装 置 部
　 　 　 　 ４ 　 デ ー タ 処 理 部
　 　 　 　 ２ １ 　 数 字 ボ タ ン
　 　 　 　 ２ ２ 　 メ ニ ュ ー ボ タ ン
　 　 　 　 ２ ３ 　 決 定 ボ タ ン
　 　 　 　 ２ ４ 　 方 向 ボ タ ン
　 　 　 　 ２ ５ 　 ジ ェ ス チ ャ ー ボ タ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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